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Ca2Mn7Si1~028(OH)2 ・ 5H20 
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静岡県の河津鉱山で 

産出したイネス石。 

男開は完全で、ハン 

マーでたたくと不規 

則な断口を示す。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 
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ケイ酸塩鉱物 
i・~言舞：3 -

せき 

イネス石“ 
[NE SL113 

低温の熱水鉱脈中や、接 

触交代作用を受けたマン 

ガン鉱床などで見られる。 

ガラスのような光 

沢や絹糸に近い光 

沢を示す。 

石英、ばら輝石、菱マ 

ンガン鉱、ョハンセン 

輝石などと共生する。 
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鉱物名は「肉色の繊維」 

ドイツのディレンブルクにあるナンツェンバッハで初めて産出したイ 

ネス石は、結晶の色と繊維状に見える外観から「肉色の繊維」を意味す 

るギリシャ語を語源として名づけられた。産出したばかりのイネス石は 

ピンク色やオレンジ色だが、長時間大気にさらされると酸化によって褐 

琶から黒色に変化してしまうので、箕埜蓄閉蓉密での保存が不可欠。な 

お、結晶は肴程状ゃ軍論状のほか、針扶結冨が放射秩に集合した境にな 

ることも多い。 

主な産地 

スウェーデン田 

チェコ~ 

静岡県の河津鉱山な 

どで産する。 

、 

か士 づ こうぎん 

ト静岡県の河津鉱山では、イネス石 
ねっす、ニうし＝う 

は低温の熱水鉱床からピンク色の柱 

状結晶集合体として産する。 

き せき せきえい 

ばら輝石と石英に変化 

イネス石は、力ルシウムとマンガンの加水ケ 

イ酸塩鉱物で、マンガンのケイ酸塩鉱物である 

ばら輝石［(Mn,Ca)5S1501 5] は近縁の鉱物。イ 

ネス石を加熱すると、水分の蒸発によって、ば 

ら輝石と石英に変化する。 

力リフォルニア 

州などで産する。 

，ばら輝石に似た外観を持つイネ 

ス石の結晶集合体c 


